
平均年齢：８７歳

3.イベント：まんてん寄席（５月）

　　　　　　サロンコンサート（５月、８月）

レクリエーション

外部講師：書道、フラワーアレンジメント、太極拳、音楽療法、福祉ネイル、お菓子作り、チェアヨガ（１０月より）

職員：カレンダー作り、壁画、刺繍、アクティビティ

2.平成３０年４月から９月利用実績

登録者　武蔵野市：２７名、三鷹市：１１名、杉並区：６名（９月末合計４４名）

平均介護度　２．１　＊＜入浴＞利用者数２３名/４４名ご利用　一日当たりの平均入浴者数６名

１.稼働率（５月より定員を１５名から１８名に増員しました）

内訳
4月 5月 6月 7月 8月 9月

96% 85% 80% 79% 81% 89%

A様ご家族

まんんてん施設管理者 山田康一

利用者代表 A様

武蔵野市役所 野村武史様

ゆとりえ在宅支援ｾﾝﾀｰ 津賀田一馬様
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平成３０年度　　第１　回　　　地域密着型通所介護事業所の運営推進会議議事録

事業所名

欠席者出席者

所属 氏名 所属 氏名

開催日時

開催場所

デイサービスまんてん吉祥寺

　　　　Ｈ30年　　　9　　月　　　26　　日　（水）　　　16　時　　30　分～　　

まんてん吉祥寺　会議室

地域代表 吉岡諒子様



まんてんでの他者との接触程度を調査。同時に市役所に報告（5/25)

現時点で血液検査対象者は全員陰性。

　武蔵野法人会　女性部会7月研修会にて、社代表が「住み慣れた町で、住み慣れた家で～在宅介護の現場」と題し

　講演を行った。

③BCPの構築を検討中

　現在ご利用中の利用者様の今後の支援の一つとして、居住型の施設の開設を視野に入れて準備を始めている。

6.今後の方針

肺結核の既往歴のある方は10月以降にレントゲン検査を行う。

り患者は退院後、有料老人ホームへ入所された。

②地域活動

5．特記事項・その他

①社内体制の見直し

　フロア業務、および看護師のリーダーを設置。現場の問題の吸い上げ、トップダウンの指示をリーダーに任せる

　ことにより、時間短縮、職員同士の意思疎通、情報共有の円滑化に効果がみられている。

多摩府中保健所より連絡あり。（5/9）

４．事故等の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　10名を濃厚接触者としてピックアップ（内職員1名）し、感染の有無の検査を開始。

誤嚥性肺炎と診断されたがベッドが空いていないということで森本病院に転院させられる。

森本病院で再検査の結果、肺結核と診断され、急遽専門病院に転院。

４月 ４月末発覚、週３回利用者、女性　利用当日より痰がらみの咳が少しあり、、お送りの際

気になってご家族に報告。翌日よりショートステイ利用のため、念のため南病院に受信


